
幾何模様(きかもよう)を構成する伝統的な『組子』技法を発展させ、独自の「網代組み」を考案。材料は「神代杉（じんだい

すぎ）」を丹念に乾燥させたものを使用して、仕上げは正麩糊（しょうふのり）を拭漆（ふきうるし）を施すように２０数回塗り、

トクサという植物で磨き上げる。

木工芸作家であり、人間国宝の中川清司氏や川北良造氏に師事。日本伝統工芸展入賞多数。
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